
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の先生の講話や、事例から考える演習を通して、発達障害について

の理解を深めるとともに、「気になる行動」を「適切な行動」にしていく

ために、子どもの行動の背景にある困難さを理解し、困難さに対応した適

切な支援をすることが大切であることを実践的に学ぶことができました。 

演習では、皆で話し合うことでより深く子どもの困り感や背景要因、さら

に具体的な支援の方法を考えることができ、学校現場における連携・協力

の大切さを実感しました。 

「困難さをかかえる子どもたちは、何よりも子ども自身がしんどいと感じ

ているのではないか」竹内先生のこの言葉が心に響きました。 

 

 教師力を身につけよう！ 
岡山大学教師教育開発センター演習 

 

令和 5 年度 第 3 回講座テーマ 

       「困難さのある子どもの        

理解と支援について考える」 
岡山県総合教育センター 

教育支援部 教育支援班 

指導主事 竹内 愛 先生 
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